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はじめに 
 

国内のインフラは老朽化が進み点検作業が急務となっています。そのような中、橋梁、鉄塔、基地局、

発電施設、プラント、工場やビル、船舶といった点検対象となる構造物に対して、ドローン活用の効果が

明確になってきており、今後が期待されています。 

2021 年は、プラント、送電網、鉄塔、大型施設などを保有する大手企業が積極的にドローンソリュー

ションを導入しはじめています。また行政は各点検構造物に対するドローン運用マニュアルなどの環境整

備を進めており、ドローンの活用を後押しする動きもあります。 

 

本書は、点検分野において詳細に分析し、ドローンを活用した点検の現状と課題などを明らかにします。

インフラを保有し自社の点検業務にドローン活用を進めたい企業や、それらの企業に向けてドローンを活

用した点検ビジネスを行いたい企業にとって、参考となる具体的な情報が網羅された１冊です。 

 

第 1 章「インフラ・設備点検におけるドローンの役割とビジネスモデル」ではインフラ・設備点検分

野におけるドローンの役割や効果、ビジネスモデルなどをまとめています。 

 

第 2 章「インフラ点検分野における最新動向」では、注目すべき市場全体のトピックスをまとめてい

ます。 

 

第 3 章「産業分野別のドローンビジネスの現状と課題」では、「橋梁」「トンネル・洞道」「ダム」

「送電網」「基地局鉄塔」「ソーラーパネル」「一般住宅」「大規模建造物」「下水道」「プラント」

「風力発電」「建築物設備」「船舶」「鉄道施設」「水中構造物」の 15 分野についてドローンを活用し

たビジネスの現状と課題（分野特有の課題、技術課題、社会的課題など）、ドローン活用のメリット、今

後の展望などを分析します。さらに、「その他」では実用化を模索する動きが見られている分野を紹介し

ています。 

 

第 4章「各省庁の動向」は、ドローンによるインフラ設備点検に関わる省庁の動向を解説します。 

本報告書が、新しい市場であるドローンを活用したビジネスを進める上で、少しでもお役に立てれば幸

いです。 

株式会社インプレス 
インプレス総合研究所 

2021年 9月 
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1.2 点検に用いられるドローン 

 マルチローター型（マルチコプター） 

3 つ以上の回転翼（ローター）を備えたドローンを「マルチローター型ドローン（マルチコプター）」

と呼び、昨今、いわゆる“ドローン”として呼ばれるものはマルチコプターを指すことが多い。 

マルチローター型はそのローターの数で「トライコプター（3 ローター）」「クワッドコプター（4

ローター）」「ヘキサコプター（6 ローター）」「オクトコプター（8 ローター）」などと呼ばれている。

ローターは同一平面に並んでいるだけでなく、2 つのローターを上下に重ねて逆回転させる「二重反転」

のレイアウトのものもあり、すべてのローターを二重反転式にすれば、機体の平面上のサイズを小さくす

ることができる。 

ローターはその大きさと数が増えることでペイロード（最大積載量）を大きくすることが可能だ。また、

6 ローター以上のマルチローター型であれば、何らかのトラブルでローターの 1 つが停止しても、他の

ローターによって推力とバランスを保つことが可能で、急な墜落を防ぎながら着陸させることもできる。 

インフラ・設備の点検においては、空中に静止できるというマルチローター型の特性を生かして、空中

に静止し、可視光や赤外線のカメラを使って写真や動画を撮影する用途に用いられる。マルチローター型

はシングルローター型に比べて小型で選択肢が多く、シンプルな構造で、取り扱いも容易であることから、

インフラ・設備の点検用途においてはもっぱらマルチコプターが用いられる。 

 
出所：著者撮影 

資料 1.2.1 マルチコプターの機体例： Matrice 300 RTK（DJI） 
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出所：デンソーHP より 
資料 1.2.2  マルチコプターの機体例：HDC02 

シングルローター型（ヘリコプター）

メインローターとテールローターを組み合わせたシングルローター型のヘリコプターは、かつてその制

御や操作が難しいとされていた。また、シングルローターのヘリコプターは、ローターの回転数差で姿勢

を変化させて移動するマルチローター型に対して、ローターブレード（プロペラ）のピッチ（角度）を調

整することで、上昇下降、前後左右の移動を行うが、この可変ピッチ機構が複雑であるため、有人のヘリ

コプターに比べて格段に小さいドローンではこれまでほとんど採用されてこなかった。 

しかし、近年、フライトコントローラー等の制御技術の向上や、ラジコン模型の進歩によって、こうし

た課題は解消されてきている。さらに、大きなメインローターが生み出すパワーやスピードから、物流用

などではシングルローター型が注目されている。一方、メインローターが大きいことから、対象物に接近

することが求められる点検用途にヘリコプターが選択されることはほとんどない。 

ただし、ヘリコプターのローターに採用されている可変ピッチ機構は、風などの外乱に対して応答性に

優れているため、複雑な風の中の飛行を強いられる橋梁点検用をはじめとして、この機構を採用したマル

チローター型ドローンを開発するメーカーもある。
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1.3 インフラ・設備点検の現状とドローンの活用 

 国や自治体が管理するインフラをとりまく現状 

■高度経済成長期に整備されたインフラの老朽化が進むいま 

インフラストラクチャーとは「社会資本」のことを指し、国土交通省が所管する社会資本は道路や河川、

下水道など下記の表の記載も含め 14 の分野がある。日本では、高度経済成長期に道路、橋、トンネル、

河川、ダム、港湾、上下水道といったインフラが全国各地で整備されてきた。その結果、現在全国には、

道路橋梁が約 73万橋、道路トンネルが約 1.1万本あり、下水道管渠の総延長は約 47万 kmと、非常に多

くのインフラが経済活動や人々の生活を支えている。 

 

 
 

2020年
3月時点

 10年後
（2030 年 3 月時点）

 ２０年後
（2040年3月時点）

国 38,197橋

高速道路会社 24,038橋

市区町村 476,163 橋

国 1,680本

高速道路会社 2,053本

市区町村 2,174本

国　※4 10,801 施設

都道府県・
 政令市

34,962 施設

砂防 砂防堰堤、床固工 ※５ 34% 53% 71% 国・都道府県 119,247 基

海岸 海岸堤防等※６ 46% 61% 77%
都道府県・
市町村

約 5,900ｋｍ

都道府県 7,742ｋｍ

政令市 112,156ｋｍ

市町村等 362,619ｋｍ

都道府県 185 箇所

政令市 150 箇所

市町村等 1,829 箇所

国 4,841 施設

都道府県※9 43,824 施設

政令市 3,463 施設

市町村等※10 8,956 施設

国 27空港

地方公共団体 64空港

民間企業 4空港

都道府県・
政令指定都市

5,443本

55%30%橋梁（橋長２ｍ以上） 都道府県・
政令指定都市

188,063橋

施設数 施設 分野

河川・ダム 河川管理施設※３ 10% 23% 38%

53%36%22%トンネル

道路

管理者
※2

建設後５０年以上経過する施設の割合※1

75%

16% 35%

処理場 ー※７ ー※７ ー※７

43% 66%

下水道

港湾
港湾施設

※８
21%

管渠 5%

空港 空港 43% 60% 73%
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 ハードウェア（機体） 

ドローンのハードウェアのうち機体を開発する企業は、おもに 2つの形態に大別される。DJIに代表さ

れる汎用機を製造販売するメーカーと、顧客のニーズに合わせてプラットフォームとなる機体にセンサー

やカメラなどを搭載するといったカスタマイズしたり、顧客のためだけの専用機体を開発したりするメー

カーだ。前者はDJIやParrot、AUTEL Robotics、Skydioなど、後者はACSLやプロドローン、エアロセ

ンス、イームズロボティクス、リベラウェアなどのメーカーが挙げられる。また、テラドローンやスカイ

マティクス、デンソー、リベラウェアといった事業者はハードウェアを開発し、その機体を使ったサービ

スも提供している。 

■飛行型ドローン（UAV） 

点検分野においては橋梁や鉄塔、太陽光発電所、住宅の屋根といった分野では商用段階に入っているが、

残りの多くの分野ではまだ実証実験のレベルにあるのが現状である。こうした実証実験ではトライ＆エ

ラーの中で機体を改良していくこともあって、点検というソリューションを開発する企業や団体のニーズ

に応えやすいという面で、日本のドローンメーカーの製品の採用が多い。 

特にいち早くドローンの開発に取り組んでいる、ACSL やプロドローン、イームズロボティクスといっ

たメーカーのドローンは、点検ソリューションの開発や実証実験のプラットフォームとして数多く採用さ

れている。また、こうしたメーカー以外には、非 GPS 下での飛行が可能であることや、より緻密な機体

の姿勢制御が可能な可変ピッチローターを搭載するといった特徴を持った製品で新たに参入してくるメー

カーも少なくない。 

その一方で、DJI は特にどの分野向けとは定めずに汎用の業務用ドローンをリリースしている。防水性

能やシステム化された機体のパッケージなど、製品としての完成度の高さで、点検に用いられるドローン

として広く普及している。 
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① 専用機メーカー 

メーカー 機体名称 
ACSL（日本） PF2 

Mini 

エアロセンス（日本） AEROBO AS-MC03-T 

イームズロボティクス（日本） 
E-470MP 

E-6106FLMP 

エアロネクスト（日本） Next INDUSTRY 

プロドローン（日本） 

PD4-XA1 

PD6B-Type2 

PD8X 

PDH-GS120 

デンソー（日本） UAV HDC02 

スカイマティクス（日本） X-S2 

FINDi（日本） Fi4 

W4 

Fi5 

myzox/サイトテック（日本） KATANA 

TKK ワークス（日本） GNAS SKY  

Intel（米国） Falcon8+ 

大日本コンサルタント（日本） マルコ 

リベラウェア（日本） IBIS 

資料 1.4.2 代表的な専用機のメーカーと代表的な機体名称 

 

② 汎用機メーカー 

 

メーカー 機体名称 
DJI（中国） Mavic 2 Enterprise/Advance 

Phantom 4 RTK 

Matrice 200 シリーズ V2 

Matrice 300 RTK 

Matrice 600 Pro 

Parrot（フランス） ANAFI USA 

ANAFI THERMAL 

ANAFI WORK 
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2.1 利用企業主導が加速する 2022年は、レベル 4を実
現する航空法改正もありターニングポイントに 

■ドローン点検の中心プレーヤーはサービス利用側の大手企業へ

2020年から 2021年にかけて、ドローンによるインフラ・設備点検分野の大きな動きは、以前にも増し

てドローンサービスの利用側企業、大手企業がドローンを活用した点検を主導的に推し進めてきているこ

とである。2020年には住友商事がエアロセンスと資本業務提携を結んだほか 1、石油大手のENEOSホー

ルディングス（旧社名：JXTG ホールディングス）が 6 月にセンシンロボティクスと協業を開始 2すると

同時に、ENEOS イノベーションパートナーズ（旧社名：JXTG イノベーションパートナーズ）を通じて

資本参加 3するなど、ドローンサービス利用側大手企業がドローンスタートアップに資本参加することで、

自社のビジネスにドローンソリューションを取り入れていく動きだ。

こうした流れは 2021年に入っても続いている。NTT東日本は旧エンルートの事業を継承する形で、筆

頭株主となって「NTT e-drone Technologies」を設立 4。また、大手上下水道コンサルタント事業者のNJS

は ACSL と、インフラの点検・調査を行う会社「FINDi（ファインドアイ）」5を立ち上げたほか、JR 東

日本スタートアップと JR東日本コンサルタンツは、Liberawareと点群データ等の取得と鉄道・インフラ

業界のデジタル化に関 する合弁会社「CalTa」を設立している 6。さらに、関西電力はドローンを中心に

した点検ソリューションで企業や自治体のDXを推進する「Dshift」を設立している 7。 

こうした、大手企業によるドローン点検サービスへの参画は、同時にドローン点検サービスを担うオペ

レーターの教育にも広がっている。米 Skydio 社の小型ドローン Skydio2を日本市場に提供している NTT

ドコモは、2021 年 5 月からレンタルサービスや新しい機能拡張ソフトウェアのリリースにあわせて、

A.L.I. Technologies や GEO ソリューションズと連携して Skydio のトレーニングを行っていくと発表。

8Skydio のレンタルサービスを行っているジャパン・インフラ・ウェイマーク（JIW）も、同サービス開

始以降、Skydio のトレーニングを全国に拡大させている。また、関西電力の関連会社である関電パワー

1 エアロセンス, エアロセンスと住友商事の資本業務提携について,2020年2月, 
https://aerosense.co.jp/pressitems2020/0210（2021年9月13日閲覧） 
2 センシンロボティクス,ドローンステーション構築に向けてセンシンロボティクスとJXTGホールディングスが協業開始, 
2020年6月, https://www.sensyn-robotics.com/news/jxtg（2021年9月13日閲覧） 
3 センシンロボティクス, 総額約22億円の資金調達を完了, 2020年6月, 
https://www.sensyn-robotics.com/news/post-19（2021年9月13日閲覧） 
4 東日本電信電話, ドローン分野における新会社設立「株式会社NTT e-Drone Technology」および事業開始について,2021年1月, 
https://www.ntt-east.co.jp/release/detail/20210118_01.html（2021年9月13日閲覧） 
5 NJS,子会社「FINDi」設立のお知らせ,2021年4月, 
https://ssl4.eir-parts.net/doc/2325/tdnet/1957823/00.pdf（2021年9月13日閲覧） 
6 JR東日本コンサルタンツ, DXの実現に向け合弁会社「CalTa株式会社」を設立,2021年7月, 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000134.000034286.html（2021年9月13日閲覧） 
7 関西電力, 新会社「株式会社Ｄｓｈｉｆｔ」の設立について,2021年4月, 
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2021/pdf/20210414_1j.pdf（2021年9月13日閲覧） 
8 NTTドコモ、Skydio社のドローンの新たなサービスメニューの提供と、機能拡張ソフトウェア「Skydio Autonomy Enterprise 
Foundation」の取り扱いを開始,2021年5月, 
 https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2021/05/18_00.html（2021年9月13日閲覧） 
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テックは DPCA とドローンオペレーターの教育を行う「Kanden DOTs」を設立している 9。このほか、

行政機関や企業がインフラや設備の点検・保守を担う部門や系列企業の担当者に対して、点検作業を前提

にした講習やトレーニングの場を設ける動きが加速している。 

ドローンの教育はこれまで、団体や企業がそれぞれ独自の認定や資格を与えるといった形で、基礎的な

知識や技能を教えるという、ドローンが中心の教育であったが、ドローンの産業利用が進むにつれて、具

体的に点検作業のための飛行技術や、ドローンの使い方といった、利用者側企業のニーズがドローン教育

を主導する形に変化しつつある。 

■ドローンの社会実装を象徴する 2022年 12月施行の新改正航空法 

2021年 6月 11日、機体認証や操縦ライセンス、運航管理といった新しい制度の創設を含む改正航空法

が公布された。本法は遅くとも 2022 年 12 月 10 日までに施行されることになっており、数年前から官民

をあげて取り組んでいる“有人地帯での補助者なし目視外飛行（レベル 4）”を 2022 年度中に実現する

ために、2019 年頃から準備されてきた。2015 年 12 月に航空法が改正され、ドローンが無人航空機とし

て定義されて以来となる、ドローンに関するルールの大きな転換点となるのが 2022年である。 

この新改正航空法でとりわけ大きな関心を集めているのが、操縦ライセンス制度だ。これまでにも、ド

ローンの“ライセンス”“資格”“免許”といった形で多くのドローンスクールがドローンの操縦技能や

知識を教えてきたが、この新しい制度で設けられるのは国家資格である。正しくは“操縦技能証明”とい

い、国の指定試験機関が行う試験に合格するか、国に登録した登録講習機関で所定の講習を受けた後、指

定試験機関の試験を受けて合格することで得られる。 

また、ドローンのハードウェアにも機体認証という新しい制度が設けられる。とりわけ人の上空をド

ローンが飛ぶレベル 4 の飛行では、極めて高い安全性が求められる。そのため、国が機体の性能を検査

して、安全であると確認したものに関して、レベル 4の飛行を認めるというものだ。 

さらに、この操縦ライセンスと機体認証には 2 つのグレードがあり、レベル 4 の飛行にはそれぞれ一

等資格と第一種認証という、より高いグレードの資格と認証が求められる。一方、現在の人口集中地区上

空の飛行や夜間飛行、第三者との離隔 30m 以内の飛行といった、許可・承認が必要な飛行には、低いグ

レードの二等資格と第二種認証があれば許可・承認が不要となる、大幅な規制緩和が行われることとなる。 

なお、この 2022 年 12 月までに施行される新改正航空法に加えて、同年 6 月までに機体登録という新

しい制度がスタートする。これは、すべての航空法上の無人航空機に対して、国への機体の登録を義務化

するのと同時に、リモート ID という登録記号を電波で送信する装置の搭載を義務付けるというものだ。

この登録制度と操縦ライセンス、機体認証は、いわば自動車の運転免許と登録・車検制度と同じような

ルールであり、言い換えれば 2022 年の新改正法施行によってドローンは自動車と同じような社会を支え

るモビリティの一つとして認められることになるといえる。 

 
 
 
9 関電パワーテック, 合同会社Kanden ＤＯＴsの設立について,2021年4月, 
http://www.kanden-pt.co.jp/information/20210406.html（2021年9月13日閲覧） 
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2.7 ドローンを活用した点検の実態を反映した規制緩
和が進む 

内閣総理大臣の諮問機関である「規制改革推進会議」が 2020 年 7 月に答申した「規制改革推進に関す

る答申」の中で、「インフラメンテナンスにおけるドローン利活用に向けた環境整備」というテーマが掲

げられていた 20。ここで示された実施事項が 2021年に入って次々と実現している。 

 出所：規制改革推進会議令和2年7月2日「規制改革推進に関する答申」 
資料2.7.1 インフラメンテナンスにおけるドローン利活用に向けた環境整備としての実施事項 

このうち「e」については、2020 年 12 月に電波法の関連法令が改正され、ドローンの飛行における携

帯電話の上空利用が制度として認められることとなった。さらにこれを受けて NTT ドコモは 2021 年 7

月に「LTE 上空利用プラン」のサービスを開始 21。一般的な携帯電話サービスを申し込むのと同じよう

20 内閣府,規制改革,公表資料, 「規制改革実施計画」（令和２年７月17日 閣議決定）, https://www8.cao.go.jp/kisei-
kaikaku/kisei/publication/keikaku/200717/keikaku.pdf 
21 NTTドコモ, 日本初のドローン向け新料金プラン「LTE上空利用プラン」の提供を開始,2021年7月 
https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2021/07/08_00.html（2021年9月8日閲覧） 

＜実施事項＞

a 国土交通省は、関係省庁等と連携し、ドローンを利用したインフラ点検を推進するため、イン

フラ点検用の飛行に当たり必要となる安全対策等を取りまとめたマニュアルを作成の上、ＨＰ

上で公開し、これを使用した申請については、審査を省略する等の手続の簡素化・円滑化を図

る。その際、使用環境の多様化や技術の進展を踏まえつつ、事業者や機体メーカーとの意見交

換を行い現状について正確に把握しながら進める。

b 国土交通省は、使用する機体の信頼性、操縦士の技量、安全対策の実施方法によらず地上の人

や航空機への影響がないことが明らかな飛行の類型（飛行範囲を制限するための係留措置を施

すなど）について検討し、許可・承認対象の見直しを含めて、更なる手続の簡素化に向けた措

置を講ずる。

c 国土交通省は、航空法におけるドローン利用申請や変更申請の手続に要する期間の短縮、手続

の利便性向上を図るよう、ＤＩＰＳの性能向上等に取り組む。 

d 内閣官房は、関係省庁の協力を得て、各地方公共団体の条例について改めて実態を調査し、そ

の結果を国土交通省航空局のＨＰに反映し充実させる。 

e 総務省は、携帯電話の上空利用について、利用手続に要する期間を１週間以内に短縮する。 

f 総務省は、今後のインフラ点検等におけるドローン利用の拡大、将来的な目視外を含む長距離

での利用を前提とし、５Ｇ用周波数を含めドローンに利用可能な帯域の拡張について、ドロー

ン活用の動向を踏まえながら、技術的課題の解決に向けた技術的検討を行う。
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 全体動向 

ドローンの産業利用の中でも、インフラや施設・設備の点検に使うという取り組みは、他の分野に比べ

てかなり早い時期から始められており、2013 年には内閣府の「SIP（戦略的イノベーション創造プログラ

ム）」 の「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」1のひとつとして、ドローンをはじめとするロ

ボット技術の研究がスタートしている。さらに、インフラに対するドローンを使った点検への取り組みが

加速したのは、2012 年末の中央自動車道笹子トンネル天井板崩落事故が契機となった。この事故を踏ま

えて国土交通省が 2014 年からインフラに対して 5 年に 1 度の定期検査を行うルールを定めたことで、従

来の点検手法に比べてより効率が高く、さらにコストも抑えられるドローンをはじめとしたロボットの活

用が検討され始めたのだ。 

ドローンによる橋梁点検の技術は、この SIP の枠組みの中で研究が進められたもので、2018 年頃には

その技術が実用に耐えるレベルに達し、2019 年には大日本コンサルタントやデンソーが、それぞれ独自

に開発したドローンを使った橋梁点検サービスを開始することにつながった。ドローンを使った橋梁点検

は、2019 年に「道路橋定期点検要領」2といったガイドラインの中にも位置付けられるなど、ドローンに

よる点検サービスとしては最も進んだ分野のひとつになっている。 

同じインフラである道路トンネルでは、ドローンを利用するという取り組みはほとんど進んでいない。

トンネル点検車をはじめとした点検技術が確立していることや、交通規制が必要となるなど、飛行型ド

ローンを利用するというメリットが少ないことが挙げられる。一方鉄道トンネルは、地下鉄のトンネルで

小型ドローンを使った点検が行われている。また、電力や通信、水道、熱供給などのインフラを収める洞

道では、ドローンによる自動巡回といったソリューションが実用化目前の段階にある。 

またダムは堤体の下流面は飛行型ドローン、上流面は水中ドローンによる点検技術の検証が以前から行

われている。さらに近年は水圧鉄管や調圧水槽、ダム湖の法面など、ダム本体以外の関連施設・設備に対

するドローンの利用が試みられている。 

下水道分野では下水道コンサルタント大手の NJS の管路点検用飛行型ドローンや Liberaware、

Flyability の小型ドローンを使った点検が行われている。特に 2021 年 4 月には NJS と ACSL が合弁会社

FINDiを設立。管路に限らず下水道という関連施設全般をドローンで点検する動きが始まっている。 

こうした、公共性のあるインフラに対して、民間の施設や設備に対する点検で最も進んでいるのが太陽

光発電所のソーラーパネルである。点検作業は空中写真測量の要領でソーラーパネルの上空をドローンが

自動航行で飛行して、赤外線カメラでパネルを撮影し、その熱の分布から発電状態の異常を発見するとい

うもの。赤外線カメラとそれを搭載できるドローンがあれば作業ができることから、参入のハードルが比

較的低く、2016 年頃から商用サービスとして普及している。カーボンニュートラルを目指す国の施策の

後押しもあり、全国にメガソーラーが増えていることもあり、ドローンによる点検のニーズは高い。 

 
 
 
1 戦略的イノベーション創造プログラム,2013年,インフラ維持管理・更新・マネジメント技術 
https://www.jst.go.jp/sip/k07.html 
2 国土交通省2019年,道路橋定期点検要領, https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/tenken/yobo4_1.pdf 
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資料3.1.1 点検分野ごとのフェーズ（2021/9月時点） 

研究フェーズ

基礎・調査研究 商用化・実用化 普及

事業化フェーズ開発フェーズ

技術開発 実証実験

道路トンネル

一般住宅

ソーラーパネル

橋梁（道路）

ダム（水中）

船舶

ダム（壁面）

洞道

下水道

風力発電

大規模建造物

送電網・鉄塔

基地局鉄塔

プラント

建築物設備

想
定
さ
れ
る
将
来
の
市
場
規
模

鉄道トンネル

鉄道施設

水中構造物
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 橋梁 

 現況 

 

 
資料3.2.1 橋梁点検分野のフェーズ（2021/9月時点） 

 

日本の約 73万橋ある橋長 2m以上の橋梁のうち、2030年には約 55%が、そして 2040年には約 75％が

建設されてから 50 年を迎える見通しだ。さらに、建設年度不明の橋梁が 23 万橋もあるとされており、

こうした橋梁の老朽化に対応した保全が急務とされている。その一方で、2012年 12月に発生した、中央

自動車道笹子トンネル天井板崩落事故を契機に、道路インフラの老朽化対策への機運が高まり、2013 年

には点検基準を法定化した道路法の改正を経て、2014 年には 5 年に 1 回、近接目視による点検を行うこ

とを定めた改正道路法施行規則 3が公布・施行され、道路インフラの定期点検が義務付けられた。しかし、

こうした道路インフラの点検に従事する技術者は、高齢化による離職や若年技術者のなり手不足など、今

後人材が不足すると見込まれる。同時に、道路を管理する行政の財源が減少していくという、橋梁を保全

する環境の中で、橋梁点検の効率化が求められている。 

国土交通省ではこうした課題に対する取り組みのひとつとして、2013 年から橋梁点検用ロボットの開

発プロジェクトを推進。中でも桁高のある橋梁については、飛行体であるドローンの活用を模索してきた。

ただし、桁下では上空からの GPS の電波が遮られてドローンが安定して飛行できないという問題がある。

そのため、GPSに頼らずに微細な劣化を検出するできる飛行制御技術の開発が行われてきた。 

また、国主導のプロジェクトと並行して、民間でも橋梁点検向けドローンの開発が進められてきた。例

えばデンソーや三信建材工業、川田テクノロジーは非 GPS 環境下でも安定した飛行が行える機体やソ

リューションを開発したり、長大は斜張橋のケーブルを点検する専用のドローン（ロボット）を開発して

いる。 

こうした橋梁点検のためのドローンを使った技術開発の動きに呼応する形で、国土交通省は 2019 年春

に「道路橋定期点検要領」4と「橋梁定期点検要領」5を改定。点検者が「自らの近接目視によるときと同

 
 
 
3 国土交通省,道路の維持修繕に関する省令・告示の制定について,2014年4月, 
https://www.mlit.go.jp/common/001034659.pdf（2021年9月8日閲覧） 
4 国土交通省,道路橋定期点検要領,2019年2月 
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/tenken/yobo4_1.pdf（2021年9月8日閲覧） 
5国土交通省,橋梁定期点検要領,2019年3月, 

研究フェーズ

基礎・調査研究 商用化・実用化 普及

分野

開発フェーズ 事業化フェーズ

技術開発　　　　　　　実証実験

橋梁（道路）
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等の健全性の診断を行うことができる情報が得られると判断した方法により把握」（道路橋定期点検要領）

といった形で、近接目視と同等の診断ができる方法を利用することが可能に。つまりドローンが撮影した

画像をもとに損傷等の情報を集めるといった方法も使うことができる旨の内容が加えられた。同時に点検

者がその方法を検討するうえでの参考資料となる、「点検支援技術性能カタログ（案）」6とそれを利用

するための「新技術利用のガイドライン（案）」7が公表され、その中にドローンによる点検技術も複数

挙げられている。

従来の点検手法 

橋梁の点検はコンクリート構造物であれば、ひびやうき、剥離、鉄筋露出、漏水、遊離石灰といった変

状を、鋼構造物の場合は、亀裂、破断、ボルト・リベットのゆるみ、脱落、腐食、防食機能の低下などを、

主に目視と打診で検査する。これらの点検は作業者が高所作業車や、橋桁上部から下面に向かってアーム

を伸ばすことができる橋梁点検車を利用するほか、移動式足場や浮体式足場の使用や、ロープアクセスと

いった方法が採られる。ただし、それぞれの作業方法には課題があり、橋梁点検車を使う場合は橋を利用

する交通に対して規制を行う必要があるほか、足場を設置する場合は費用と時間がかかり、ロープアクセ

スは危険性を伴う作業となってしまう。

ドローン活用の現況 

当初、実証実験としての位置づけであったドローンによる橋梁点検は、2019 年頃からビジネスとして

の展開が始まっている。マルチコプター点検システム「マルコ」を開発した大日本コンサルタントと川田

テクノロジーズが、ドローンサービス事業者FLIGHTSと組んで「ドローンを利用した橋梁点検講習会」

や「マルコ操縦技術認定講習会」を開催し、マルコの普及を推進。またデンソーは同社の UAV を活用し

た橋梁点検サービスを 2019年秋から本格的に事業化している。 

NTT 西日本グループのジャパン・インフラ・ウェイマークは、米 Skydio 社が開発したコンシューマー

向けドローン「Skydio2」をベースに、橋梁などの点検作業で使いやすいように独自の機能を実装した

「Skydio for Japanese inspection（通称Skydio J2）」を、橋梁に懸架さえた通信や電気、ガスなどの管路

と、橋梁構造物の点検サービスで利用。また、この Skydio J2を橋梁点検事業者などにレンタルするサー

ビスを行っている。

さらに NTT ドコモはドローンを中心にしたソリューション「docomo sky」のアイテムのひとつとして

Skydio2 を提供。Skydio 社のドローンは非常にコンパクトであり、桁やトラスの間の狭い空間に進入して

撮影ができるといった、他社の大型のドローンにはないメリットがある。また、搭載しているカメラを真

 https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/tenken/yobo3_1_6.pdf（2021年9月8日閲覧） 
6 国土交通省,点検支援技術性能カタログ（案）,2020年6月,https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/inspection-support/（2020年9月3
日閲覧）
7 国土交通省, 新技術利用のガイドライン（案）,2019年2月,https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/tenken/yobo5_1.pdf
（2020年9月3日閲覧） 
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4.1 全体的な動向 

ドローンを使ったインフラや設備の点検ソリューションは、近年、実証や実験段階から実用レベルに移

りつつあり、ビジネスとして成果を上げているものも増えてきている。それは、官民を挙げてこれまで

行ってきたドローン点検ソリューションの研究開発が実を結んだものだ。ここでは、こうした国をはじめ

とした行政側の取り組みを振り返る。 

 

内容 プロジェクト 期間 

研究開発 革新的研究開発推進プログラム ImPACT第1期 2013～2018年度（終了） 

研究開発 
NEDOインフラ維持管理・更新等の社会課題対応システム

開発プロジェクト 
2014～2017年度（終了） 

研究開発 戦略イノベーション創造プログラム（SIP） 2014～2018年度（終了） 

研究開発 
NEDO ロボット・ドローンが活躍する省エネルギー社会の

実現プロジェクト 
2017～2021年度 

人材育成 
インフラ点検・災害対応ロボットの普及拡大を目指した人

材育成事業 
2018～2021年度 

環境整備 福島県ロボットテストフィールド 2020年度整備完了 

研究開発 安全安心なドローン基盤技術開発 2020～2021年度 

研究開発 革新的河川技術プロジェクト（第五弾） 2019～2020年度 

研究開発 

令和２年度戦略的国際標準化加速事業（産業基盤分野に係

る国際標準開発活動）ドローンサービス品質標準に関する

JIS開発 

2020～2022年度 

出所：NEDOウェブサイトなどをもとに作成 
資料4.1.1 国が進めているロボット関連のおもなプロジェクト 

 

近年の我が国におけるインフラの点検に対する取り組みは、2012年 12年の中央自動車道笹子トンネル

天井板落下事故がすべての始まりだといっても過言ではない。この事故を契機に国土交通省では全国の橋

梁やトンネルの緊急点検を指示。2013年を「社会資本メンテナンス元年」と位置づけ、7月には「次世

代社会インフラ用ロボット開発・導入検討会」を発足させている。そして、この検討会の検討結果を踏ま

え、開発・導入を促進するロボットの現場検証及び評価を行うことを目的に「次世代社会インフラ用ロ

ボット現場検証委員会」を設置し（2014年 2月）、2014年 4月 2日にその第 1回検討会を開催した 1。 
 

 
 
1 国土交通省,次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会 
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/constplan/sosei_constplan_fr_000024.html  
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ドローンビジネス調査報告書 2021 
【著】春原久徳、青山 祐介、インプレス総合研究所 
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目次 第 1章 ドローンビジネス市場分析 
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第 3章 各省庁の動向 
第 4章    企業動向 
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可能となることで、ドローン物流が実用化のフェーズへと進んでいくと見られます。買い物弱者の増加といった社
会的課題への対応や物流業界の人手不足の課題を解決するひとつのツールとして、宅配便やデリバリーサービスの
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います。本報告書では今後拡大していくドローン物流にフォーカスし、国内のドローン物流の現状と課題をまと
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本書のポイント １．ドローン物流市場の現状と展望を分析 
２．物流分野におけるドローンの役割や効果、プレイヤー、期待されるシーンを整理 
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   国が進めるプロジェクトの最新動向なども掲載。  
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